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特 集  ロコモティブシンドローム，サルコペニアとフレイル：それらの概念・現状と将来展望

は　じ　め　に

　わが国は世界に先駆けて超高齢社会

を迎えており，以前には重要視されて

いなかった高齢者の機能障害に目を向

けることが，要介護状態への移行を予

防し健康長寿を達成するために重要で

あるとの認識が高まっている。高齢者

の機能障害の程度を客観的に同定する

ために登場したのがサルコペニアやフ

レイルといった概念であり，老年医学

における中心的な課題として注目され

ている。サルコペニアは筋肉に特化し

た概念であるため，臨床のみならず基

礎的なアプローチがしやすいことから，

多方面で検討・研究されている。本稿

では，サルコペニアの概念・診断基

準，現状と将来展望について，最新の

知見を交えて紹介する。

Ⅰ．�サルコペニアの概念と�
診断基準

　 サ ル コ ペ ニ ア は ， 1 9 8 0 年 代 に

Rosenberg1)らにより提唱された，筋肉

(Sarx)と減少(penia)を組み合わせた

造語であり，当時は加齢により筋量が

減少する病態とされていたが，その後

の研究により筋量低下のみならず筋力

や身体機能の低下といった機能的な側

面を含めた概念として捉えるべきとさ

れ，2010年に発表された欧州サルコ

ペニアワーキンググループ(European 

Working Group on Sarcopenia in 

Older People；EWGSOP)2)のコンセ

ンサスでは，「筋量と筋力の進行性か

つ全身性の減少に特徴づけられる症候

群で，身体機能障害，QOL低下，死の

リスクを伴うもの」と定義されている。

　EWGSOPにおいては，低筋量を

ベースに低筋力または低身体機能のい

ずれかを満たすとサルコペニア，低筋
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